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第 208 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

２つの使命 〜『学者的』&『人間的』〜 

 

2023 年 10 月 17 日、順天堂大学大学院医学研究科の講義(英語コース)『病理 

腫瘍病態学概論(Overview of Human Pathology and Oncology)を依頼された。  

中国からの留学生には、筆者の中国訳の本をプレゼントする(画像) 。 

 

Cancer Philosophy 〜 How People Live with Cancer 〜 

がん哲学 ～ 人は、がんとともに どのように生きていくのか ～ 

1)How do people feel when they get sick and what do they think? 

病気になったとき、人はどのように感じ、何を考えますか？ 

2)How can families support patients? 

家族は、どのように患者さんを 支えることができますか？ 

3)How can people around them support patients? 

周りの人は、どのように患者さんを 支えることができますか？ 

4)What effects do people’s support have on patients? 

人の支えは、患者さんに、どのような効果をもたらしますか？ 

 

『Philosophy backed by images of cancer cells seen under a microscope』 

顕微鏡でみた癌細胞の映像に裏打ちされた『哲学』 

What happens in cancer cells also happens in human society = cancer philosophy 

がん細胞で起こることは人間社会でも起こる ＝ がん哲学 

 

Two Missions of Healthcare Personne 

医療者の２つの使命 

1)『Academic and scientific responsibility』 to diagnose and treat 

 diseases  Academic aspects 

『学問的、科学的な責任』で、病気を診断・治療するーー＞学者的な面 

2) Extending a helping hand with 『human responsibility』  a warm human  

relationship with the patient 

『人間的な責任』で、手をさしのべるーー＞患者と温かい人間としての関係 
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